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36% 

22% 

26% 

17% 

交通、防衛、医療、放送、環境エネルギーなど 

社会公共性の高い分野のシステムを開発 

社会基盤システムＢＦ 

モバイル機器の組込みソフトウェア
やモバイルサービスを利用するため
のアプリケーションを開発 

モバイルネットワークＢＦ 
宇宙先端システムＢＦ 

宇宙天文分野と、ロボットなど先端分野の 

ソフトウェアを開発 

需要構造の変化に応じて
柔軟に対応 

事業分野（ＢＦ） 

31% 

26% 

30% 

13% 

２０１６年３月期第２四半期 

インターネットＢＦ 

非接触型ＩＣ搭載のソフトウェアや
民間企業向けのシステムを開発 

リアルタイム技術が得意とする４つの分野 

※２０１７年３月期よりＢＦを変更しております。２０１６年３月期の数値は変更後のＢＦに組み替えております。 
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第２四半期決算概要 
 （２０１７年３月期） 
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事業環境 

                 情報サービス業売上高前年同月比推移（経済産業省：特定サービス産業動態統計） 

 

 

 

 

 

   

     
   

 

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

単位：％ 

月別売上高は２０１５年８月まで２５ヶ月連続で増加し、ＩＴ需要は堅調に推移していたが、 
９月以降はマイナスも見られ、ＩＴ需要は踊り場に差し掛かっている。 

201７年3月期第2四半期の事業環境 
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2017年3月期第2四半期総括 

売上高、利益面ともに計画を下回り、前年同期比で減収減益 

売上高  ： ２，０２９百万円 前期比   ２．１％減 

営業利益  ：   １３０百万円 前期比  ５３．６％減  利益率 ６．５％ 

経常利益 ：   １４２百万円 前期比  ５１．１％減  利益率 ７．０％ 

四半期純利益 ：    ９７百万円 前期比  ４９．６％減 

 

受注高は前年同期比で減少、受注残高は増加 

受注高 ：   ２，１５４百万円 前期比   ０．６％減 

受注残高 ：   １，３２２百万円  前期比   ３．８％増 

 

既存分野で業績を支え、成長分野に投資して継続的な成長を目指す 

• 社会基盤システム分野の放送案件で不採算プロジェクトが発生し、減収減益 

• 移動体通信事業者向けのサービス系の開発、モバイル決済端末、車載情報システムの開発が増加し、 
モバイルネットワークＢＦが増加 

• 車両自動走行の研究案件が増加し、宇宙先端システムBFが大幅増加 
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売上原価  外注費が増加した（４．３億円、前年同期比１．８％増、売上高外注比率２１．３％）      

販売管理費  人件費と研究開発費が計画を下回った。研究開発費１０百万円（前年同期比４百万円、１２０．５％増） 

営業外損益  研究開発の補助金収入はなし（前年同期もなし） 

第2四半期損益計算書 

  ２０１６年３月期 

（百万円） 
２０１７年３月期 

（百万円） 
前期比 

（％） 

期初予想 

（百万円） 

計画達成率 

（％） 

売上高 ２，０７２ ２，０２９ ９７．９％ ２，１００ ９６．６％ 

売上原価 １，５２５ １，５４６ １０１．４％ １，４９０ １０３．８％ 

売上総利益 ５４６ ４８３ ８８．４％ ６１０ ７９．２％ 

販売管理費 ２６４ ３５２ １３３．２％ ３８０ ９２．７％ 

営業利益 

（営業利益率） 

２８２ 

（１３．６％） 

１３０ 

（６．５％） 

４６．４％ ２３０ 

（１１．０％） 

５６．５％ 

経常利益 

（経常利益率） 

２９１ 

（１４．１％） 

１４２ 

（７．０％） 

４８．９％ ２４０ 

（１１．４％） 

５９．２％ 

四半期純利益 １９３ ９７ ５０．４％ １７０ ５７．１％ 
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第2四半期決算業績推移（過去５年） 

（単位：百万円） 売上高 利益 
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17.0% 
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売上高 営業利益 営業利益率 

四半期業績推移（ＰＬ） 

（単位：百万円） 

2015年3月期の第３四半期から４四半期連続で増収増益、 
その後、3四半期連続で増収減益、当第２四半期は減収減益 



Copyright © 2016 Systems Engineering Consultants Co.,LTD. All rights reserved. 

10 

四半期業績推移（受注状況） 
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受注高、受注残高ともに第２四半期としては過去２番目 

（単位：百万円） 
（単位：百万円） 
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第2四半期 ＢＦ別の状況 

ビジネスフィールド 

２０１６年３月期 ２０１７年３月期 
前期比 

（％） 
売上高 

（百万円） 

構成比
（％） 

売上高 

（百万円） 

構成比
（％） 

モバイルネットワーク ６５０ ３１．４ ７２０ ３５．５ １１０．８ 

インターネット ５３７ ２５．９ ４３８ ２１．６ ８１．５ 

社会基盤システム ６２３ ３０．１ ５２８ ２６．１ ８４．８ 

宇宙先端システム ２６０ １２．６ ３４１ １６．８ １３１．１ 

合計 ２，０７２ １００．０ ２，０２９ １００．０ ９７．９ 

モバイルネットワークBFと宇宙先端システムBFが増加 

• モバイルネットワークBFは、移動体通信事業者向けのサービス系の開発、モバイル決済端末や車載情報システ
ムの開発が増加 

• インターネットBFは、前期にあった化学メーカの大型案件の開発が完了し減少 

• 社会基盤システムBFは、官公庁は堅調だったが、医療分野の開発案件が減少 

• 宇宙先端システムBFは、車両自動走行の研究案件の開発が増加 
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第2四半期末のＢＦ別受注状況 

ビジネスフィールド 

２０１６年３月期 ２０１７年３月期 

受注高 

（百万円） 

受注残高 

（百万円） 

受注高 

（百万円） 

前期比 

（％） 

受注残高 

（百万円） 

前期比 

（％） 

モバイルネットワーク ７８４ ３３１ ５９６ ７６．０ ２３３ ７０．６ 

インターネット ６３２ ２７６ ４４０ ６９．６ ２１５ ７７．９ 

社会基盤システム ５０３ ４９８ ６７０ １３３．２ ６１１ １２２．７ 

宇宙先端システム ２４６ １６７ ４４７ １８１．５ ２６１ １５６．０ 

合計 ２，１６７ １，２７４ ２，１５４ ９９．４ １，３２２ １０３．８ 

宇宙先端システム、社会基盤システムが増加 

• モバイルネットワークBFは、全体的に計画が後ろ倒し傾向にあり受注高が減少、それに伴い受注残高が減少 

• インターネットBFは、前期にあった民間企業向けの大型案件の開発が完了し、受注高、受注残高がともに減少 

• 社会基盤システムBFは、官公庁案件が好調で受注高、受注残高がともに増加 

• 宇宙先端システムBFは、車両自動走行の研究開発案件などが増加し、受注高、受注残高がともに増加 
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第2四半期末貸借対照表 

（単位:百万円） 

  ２０１６年３月末日 ２０１６年９月末日 増減 

流動資産 ４，５３１ ４，２２１ ▲３０９ 

固定資産 １，４０８ １，４３７ ２８ 

流動負債 ８９３ ６２９ ▲２６４ 

固定負債 １２５ １３４ ９ 

純資産 ４，９１９ ４，８９４ ▲２５ 

総資産 ５，９３９ ５，６５８ ▲２８０ 

自己資本比率 ８２．８％ ８６．５％ ３．７％ 

流動比率 ５０６．８％ ６７１．１％ １６４．３％ 

固定比率 ２８．６％ ２９．４％ ０．７％ 

流動資産 売掛金減少による減少 

固定資産 投資有価証券の増加による増加 

流動負債 買掛金、未払法人税等の減少による減少 
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営業キャッシュ･フロー  税引前四半期純利益、仕入債務の減少による収入減 

投資キャッシュ･フロー  前期は定期預金の払戻しによる収入があったため、前期比では支出増 

財務キャッシュ･フロー  配当金支払額の減少による支出減 

第2四半期キャッシュ･フロー計算書 

  ２０１６年３月期 ２０１７年３月期 増減 

営業活動によるキャッシュ･フロー ５７８ ３８８ ▲１９０ 

投資活動によるキャッシュ･フロー ９３ ▲１０ ▲１０３ 

財務活動によるキャッシュ･フロー ▲１３３ ▲１３２ ０ 

現金及び同等物の増減額 ５３９ ２４４ ▲２９４ 

現金及び同等物期末残高 ２，４０２ ２，８１９ ４１６ 

（単位:百万円） 
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通期業績見通し 

（２０１７年３月期） 
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上期に発生した社会基盤システムBFの放送関連プロジェクトの不採算案件は、第３四半期末で収束の予定です。 

しかしながら、本案件への資源配分による機会損失と収束後のプロジェクトの組み替えを見込み、売上高が減少

する見込みです。それに伴い利益面も修正しております。 

不採算案件が発生し、業績見通しを下方修正 

2017年3月期業績見通し 

  ２０１６年３月期 

実績 

２０１７年３月期 

業績予想 

前期比 

（％） 

売上高 ４，６１５ ４，３４０ ９４．０ 

売上原価 ３，４３８ ３，３３０ ９６．９ 

売上総利益 １，１７７ １，０１０ ８５．８ 

販売管理費 ５３５ ７１０ １３２．６ 

営業利益 

（営業利益率） 

６４１ 

（１３．９％） 

３００ 

（６．９％） 

４６．８ 

経常利益 

（経常利益率） 

６６０ 

（１４．３％） 

３２０ 

（７．４％） 

４８．４ 

当期純利益 ４４６ ２２０ ４９．３ 

（単位:百万円） 
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通期業績の推移 
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（単位：百万円） 
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ビジネス 
フィールド 

期初の見通し 予想 第２四半期状況判断 予想 

モバイル 
ネットワーク 

移動体通信事業者向けのスマート
フォンに関連する開発に、モバイル
決済端末や車載情報端末などの
商談を上乗せして増加 

上期は、ほぼ予想どおりの展開だっ
たが、一部、開発計画が遅延する傾
向があり、大幅増から増加に変更 

インターネット 
民間企業向けは堅調だが、化学メ

ーカ向けの大型案件が終わり減少 
上期はほぼ予想どおりの展開で、通
期でも減少になる見込み 

社会基盤 

システム 
防衛、放送、医療、官公庁系などが
堅調と予想されることから増加 

官公庁は堅調だが、医療分野が予
想を下回り、通期では前期並みに変
更 

宇宙先端 
システム 

車両自動走行の研究開発案件が
引続き好調であり、サービスロボッ
トの商談を上乗せして増加 

上期は、車両自動走行の研究開発
案件やロボットの商談も増加傾向に
あり、ほぼ予想どおりの展開 

モバイルネットワークと宇宙先端システムが増加の見通し 

2017年3月期ＢＦ別業績見通し 
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ＩｏＴとロボット 

研究開発テーマ 

ユビキタス 

ユビキタスを 

具現化したものが 

ＩｏＴ 

ユビキタスの 

究極の端末は 

ロボット 

注力分野の状況 
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研究開発テーマ「ユビキタス（Ubiquitous）」    基盤技術はリアルタイム技術 

  

 

研究開発の歴史と方向性 

地上デジタル放送技術 
オープンプラットフォーム技術 

Androidの研究開発 

位置情報サービス技術（LBS） 

XML・XMLデータベース 

ベクトル描画技術（SVG） 

環境エネルギー分野 

経済産業省 

スマート充電 

システム 

実証事業 

NEDO蓄電複合 

システム化 

技術開発 

経済産業省 

次世代エネルギー 

社会システム実証事業 

ロボットソフトウェア共通化技術 

NEDO 

次世代ロボット 

共通基盤開発プロジェクト 

ロボット 

• RTMSafetyポーティング 

• コミュニケーションロボット 
サービス化 

• ロボット自律移動研究 

AI 

• 機械学習 
フィージビリティスタディ 

• ロボット用人工知能・機械学習 
プラットフォーム開発 

IoT 

• ウェアラブルコンピュータ 
NFC連携研究 

• 屋内位置測位技術 

• IoT利活用研究 

2003年 
▼ 

NEDO 

基盤ロボット技術活用型 

オープンイノベーション 

促進プロジェクト 

経済産業省 

ロボット介護機器 

開発・導入促進事業 

NEDO次世代ロボット 

知能化技術開発プロジェクト 

（機能安全 IEC 61508認証取得） 

2008年 
▼ 

2016年 
▼ 
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ネットワーク 

ネットワーク 

データ 
分析 

AI 

 IoTへの取組み ＞ Realtime＠IoT （Internet of Things） 

 IoTの構成要素 

 セックの強み ～ リアルタイム技術により 「 IoT 」 を実現 ～ 
 

• IoTの構成技術を所有 
IoTを構成する技術は、センサー関連技術、組込みソフト、ネットワーク技術、サーバ技術、アプリケーション
開発技術などが必要で、ソフト的には、組込みソフトとサーバ系の技術アプリケーションを得意としている。 

• リアルタイム技術を全社員が所有 
当社は、創業以来、計測制御システムを得意としてきた。この技術は、センサーの状況を把握して、色々な
機器を制御する技術で、IoTの基幹技術である。 

• ロボット技術 
２００３年より、「モノ」としてロボットに着目している。 
ロボット単独での自律走行研究、ロボットのサービス化を狙ったコミュニケーションロボットの研究、ロボットと
AI（人工知能・機械学習）をつなぐプラットフォームの研究を行っている。 

各種センサー 

センサー関連技術 

モノ 

組込みソフト 技術アプリケーション（サーバ系開発） 

 研究開発重視 ～ 変化先取りで、ロボットに注目 ～ 
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ユビキタス社会の究極の端末はロボットであるという考え方のもと、2003年
から、他のソフトウェア会社に先行して、ロボットの研究開発に着手。 
「ロボットにシステム工学を」をスローガンに、安全性の高いロボットの早
期実現のため、開発期間の短縮、低コスト化の側面から取り組んでいる。 

安く、早く、効率よく 
ロボットを 

開発するために 

ロボットの 

標準化・規格化 

ＲＴミドルウェア 

の研究と普及活動 

安全で信頼性の高い 
ロボットを 

開発するために 

機能安全認証の取得 

IEC61508認証取得 

RTMSafetyを開発 

ロボットをビジネス化する
ために 

• 車両自動走行研究開発 

• 宇宙ロボットなど国の研究開発 

• 自律移動ロボット、 
コミュニケーションロボット 

• RTミドルェア、ROSベース教育 

• 機能安全コンサルティング 

2003年から研究開発を開始。 
次世代ロボット知能化技術開発 
プロジェクトなど、国の研究開発 
プロジェクトに参画。 

2012年、ロボット用ソフトウェア 
としては世界で初めて、 
機能安全の国際規格 IEC61508 
の認証を取得。 

全方位で可能性を追求 

ロボットにシステム工学を！ 

ロボットへの取組み 
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ロボットビジネスの状況 

 実績 （２０１７年３月期第２四半期 売上高約２４１百万円） 
       （前々期約４０百万円 → 前期約１２４百万円） 

 開発案件 
• 大手自動車メーカ等からの車両自動走行研究ソフトウェアの開発案件が倍増 

• 大手電機メーカ、機械メーカからの研究開発や商用案件の受託開発が増加 

 →顧客層が拡大傾向 

 研究開発 
• RTMSafetyのポーティングの研究を開始 

• ロボット自律移動研究を開始 

• ロボットへの搭載可能な人工知能・機械学習プラットフォームの研究を開始 
（早稲田大学との共同研究） 

今後の方針（研究開発案件に販売用ロボットの開発が加わり、ビジネスが拡大傾向） 

• 個別ロボットの受託開発を推進（大手電機メーカ、機械メーカ、ベンチャーなど） 

• ロボット利活用サービス （コミュニケーションロボットを使ったサービス） 

• 機能安全ソフト（RTMsafety）や自律移動ソフトの販売の促進 

• 標準化技術ビジネス（RTミドルウェア、ROS） 
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配当の方針 

30円 30円 30円 30円 15円 

18円 21円 22円 22円 

11円 
30.2% 30.5% 29.6% 29.8% 

60.5% 

0

10

20

30

40

50

13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期(予想） 

業績連動配当 

基礎配当 

配当性向 

 原則として安定的に配当する部分と所定の配当性向とを勘案して毎期決定する。 

配当性向は当面３０％を目指す。安定的に配当する部分は１株当たり１５円（※）とする。 

 ２０１７年３月期は１株当たり２６円の配当予想とする。 

※ ２０１６年１０月１日付けで、１株につき１：２の割合で株式分割を実施しております。 

 この資料の目的は、当社へのご理解を深めていただくためのＩＲ情報をご提供することにあり、投資の勧誘を目的としたものではありません。投資につ
きましては、ご自身でご判断願います。 

 この資料には、当社の現在の計画、戦略、将来の業績に関する見通しなどが記載されております。こうした記述は、当社の将来の業績を保証するもの
ではなく、経営環境をはじめ、さまざまな外部的要因の影響等により変化しうることをご承知おきください。 

 この資料の作成に際しましては、細心の注意を払っておりますが、内容につきましていかなる保証を行うものでなく、この資料を使用したことによって
生じたあらゆる損害などについて、当社は一切責任を負うものではありません。 


